















日2 昭和 37 年 2 月学位反与の日付
生理系医学研究科学位授与の要件




































サイクロヘキサン・ヂオールを唯‘の炭素源として増捕する Pseudomonas sp. を分離使用ョ酷i株
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(2) 適応菌体より各酵素の抽出並びに性質







乙の酵素は DPN を補酵素とし， TPN では置換できない。至適 PH は， 7.8'""8.0 (ピロ燐酸緩衝液)
にあり， PCMBで阻害されグjレタチオンで回復する。前述の除核酸波を硫安で分別したところ0.33'""0.45
飽和の分劃に存在する口この反応は DPN/DPNH二%で平衡する (PH 8.0) ロ 反応生成物として得られ
る物質がサイクロヘキサン・ヂオンであることは，次のようにして証明される D
Lイ) 反応液は，脂肪族 dioxo 化合物の反応陽性となるの
(ロ) 反応の進行と平行して 260mμ の吸光度が増加し，反応平衡に述したときは， DPN, DPNH の量お
よびそれぞれの吸光度，サイクロヘキサン・ヂオンの吸光度 (ε260m，!l 干 6.5XI03 ) および生成量
から算出される吸光度に近似するの
村 DPN+-→DPNH斗 H+ による脱水素反応の過程で生成する DPNH を Cl. sporogenes の抽出液で




合成したサイクロヘキサノン・オールは，粗抽出液により， DPN, TPN 存在下でも脱水素反応は起ら
ず酸素吸収，酸形成等も認められない。部分的に精製したサイクロヘキサン・ヂオール脱水素酵素も，こ











異的な l段収 (260 mp) は速かに低下し，約 50 %に至って平衡するつ平衡に達する速度は蛋白量により異
るが，平衡に達したときは，蛋白量と無関係に約 50 %の吸収減少がみられるつまた，反応平衡に達した
とき， NH20H を加えサイクロヘキサン・ヂオンのヂオキシムの生成(吸収の peak: 290 mμ) を検する
と，初め加へたヂオンに相叶するヂオキシムの生成がみられるのまた 260mμ 吸収減少の活性は，硫安 33
"-45 %飽和分劃に 74 %が回収される故に，ヂオンが酵素的に変化させられているものと考えられるが，
生成物についてはまだ証明はないっ
この反応平衡に達した後に透折外液を添加するとき 260mμ の吸収は再び急速に低下し，初めの 5"-0 % 




を補酵素とし，硫安 55"-'70 %飽和分劃から 73 %の活性が回収されるっ宅適 PH は 8 附近にあり， DPN/ 
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著者の論文は， Pseudomonas sp. に属する細菌を用い， Cyclohexane-diol-(1 ,2) -trans (CHD) の代謝
経路を，逐次適応法によって，追跡し，かっ，適応菌体から各代謝ステップの酵素を分離することによっ



















































この経路上で cyclohexanone-ol が巾間物質であるかは， まだ酵素的に確認されていないが， CHD• 
cyclohexane-dione に到る聞は. DPN を助酵素とする脱水素反応であり， step3 の開環反応は， oxygenase 
type のものではなく加水分解反応によるもので，未知の co-factor を必要とすることが明にされ. step4 は
矢張り DPN を助酵素とする脱水素反応である点も確認された。
以上の著者の論文は，有機化学的にも興味ある物質を代謝する酵素をそれぞれ分離することに成功した
もので，反応物質の同定にも苦心が払はれており，酵素化学上，新知見を加えたものとして，ここに博士
論文として推す次第であります。
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